
もに、道路巡回による異常の早 継続的に実施することで効果が期待できる。また、路面標示等

期発見と、交通安全施設整備及び道路整備等を計画的かつ確実 の交通安全施設については市内５地区を順次更新していく。

に推進していく必要がある。 　都市計画道路や自転車通行空間の整備については、歩行者の

　道路損傷は日々進行するため、定期的な巡回や市民等の多様 安全性を確保しつつ道路空間の柔軟な利活用を図ることで道路

な主体からの情報提供により、変状の早期発見に努める必要が 利用者の快適性を高める。

ある。 　道路損傷については、計画的かつ効率的・効果的に点検や補

修を実施する。　

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 6年 6月21日 作成部局名 都市整備部 担当部局名 市民生活部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

道路管理課

04
安全な暮らしを守るまち

まちづくり区画整理室

都市交通課

くらし安心課

20
安全な道路環境の整備・推進

市民が安全に生活を送ることができるように、暮らしの基盤となる道路の整備を行うとともに、交通安全意識の普及啓発を

行うことで、誰もが安心して通行できる道路環境の実現を目指します。

都市計画道路前谷馬場線整備事業

交通安全施設整備事業

道路整備事業

道路補修事業

交通事故発生総件数 市内の交通事故発生総件数
件 2739以下 2,739 2,665 2,752 2,826

道路損傷による事故発生件 市道における道路損傷による事故発生
件 3 5 2 2 1

数 (件/５年間 )

周りの道路の安全性がよい よいと感じている市民の割合
％ 18 16.2 17.8 － 21

と感じている市民の割合 (市民意識調査 )

　安全で快適な道路環境の創出に際し、少子高齢化が進むこと 　歩行者の安全を第一とし、交通量の多い道路をはじめとした

を踏まえ、子どもから高齢者、障がい者まで、誰もが安心して 市内全域について、都市計画道路の整備や道路空間の再配分を

通行できる道路環境を整えていく必要がある。 推進する。

　交通事故発生総件数については新型コロナウィルス感染症行 　交通安全対策については、交通安全運動による周知啓発や交

動制限緩和後、増加傾向にあるため、交通安全に係る市民の意 通安全教室などの交通事故防止への取り組みを充実させながら

識向上の取組みを継続するとと
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02 放置自転車対策事業　（都市交通課）

放置自転車対策事業

任
意

30,187 引き続き、放置自転車の減少に努め

28,696 る。

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ01 01 08 01 02 02 01 28,696

放置禁止区域や自転車駐車場 27,504

、公共の場所に放置されてい 4,876

02 道路事務費　（道路管理課）

道路事務費

任
意

5,460

3,284

－ － １ ○ － － － － 予01 01 08 01 01 02 01 3,284

・資器材の保管施設の管理、 1,423

土木積算システムの運用等を 325

01 交通安全施設整備事業　（道路管理課）

交通安全施設整備事業

任
意

38,051 通学路等を重点的に、安全に資する

109,085 対策を講じていく必要がある。

○ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 義01 01 08 01 03 01 01 69,554

交通安全施設の設置を必要に 59,674 令和６年度に名称を「交通安全施設

応じて行い、道路機能を保全 8,711 整備事業」に変更

01 道路維持管理費　（道路管理課）

道路維持管理費

任
意

299,658

280,000

○ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 02 01 01 01 283,971

・道路台帳等の更新により、 120,830

最新の道路情報を維持

戸

する。 37,771

田市 施策評価シート

作成日 令和 6年 6月21日 作成部局名 都市整備部 担当部局名 市民生活部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０６年度（事業費総額） 令和０７年度 令和０８年度 令和０９年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０６年度（人件費総額） 令和０７年度 令和０８年度 令和０９年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R5決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R6予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
7

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　交通事故発生総件数は２年続けて目標値を超過した結果となった。これを受け、ソフト・
ハードの両面から安全対策を積極的に進めていく必要がある。道路損傷による事故は目標値
に対して順調に進捗しており、また、道路の安全性がよいと感じている市民は増加傾向であ
ることから、市民が安心して通行できる快適な道路空間の実現に向け、取組を継続する。

Ｂ

891,027 ↑ 1,341,351 ↓ 843,334 ↓ 820,234
安全な道路環境整備や道路の維持管理に要する費用の確保は重要であり、継続的な取組が必須である。

104,081 → 104,081 → 104,081 → 104,081
整備された道路の維持管理を継続して実施していくためには、人員の維持が必要である。

01 交通安全普及啓発事業　（都市交通課）

交通安全普及啓発事業

任
意

8,763 交通安全意識の向上に係る事業であ

8,491 り、継続的な実施が必要となる。

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 01 02 01 01 13,830

各季の交通安全運動、保育園 13,830

、幼稚園、小学校、中学校、 19,



備
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部

ですが、一部が本施策

担

にも寄与するため「再

当

市民等の要望等を基に

部

し、防 掲の事務事業」
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ています。
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市
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民

業内容は、当該事務事
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業評価シートを参照

活部

５．事務事

R5決算額 R6計画額

業

R7予算額
計（千円）

の

事業費 978,787

検
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事務事業評価の結果 担当部局の評価
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事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

02 道路補修事業　（道路管理課）

道路補修事業

任
意

281,064 計画に基づいた実施を継続する。

363,086

○ ○ １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 02 01 02 01 282,198

・長寿命化修繕計画等に基づ 234,235

き、予防保全の取組を進める 18,203

01 まちづくり区画整理事務費　（まちづくり区画整理室）

まちづくり区画整理事務費

任
意

1,442

1,095

－ － １ ○ － － － － 予01 01 08 02 02 01 01 1,095

※予算編成用シート（指標等 1,095

未設定） 2,275

02 道路整備事業　（まちづくり区画整理室）

道路整備事業

任
意

42,452 計画に基づいた実施を継続する。

37,700

○ ○ １ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ01 01 08 02 02 02 01 50,562

　歩行者自転車道

戸

路網整備計 40,56

田

2

画の推進、道路空間

市

再配分の 3,446

施

01 都市計画道

策

路前谷馬場線整備事業

評

　（まちづくり区画整

価

理室）

シート

都市計画道路前谷

作

馬場線整備

任
意

271

成

,710 道路環境を整

日

備していくため、必要

令

事業 59,590 な用

和

地を積極的に取得する

 

など事業

○ ○ ２ ○ Ａ Ｂ

6

Ｂ Ａ Ａ01 01 08 0

年

4 02 01 01 608

 

,161 を加速化して

6

いく。

　歩行空間と都

月

市環境の確保 394,

2

673

に向けて、用地

1

取得に必要な 8,97

日

1

01 防犯対

作

策事業　（くらし安心

成

課）

部

（

局

再掲）防犯灯事業

任
意

名

＜（再掲）について＞

都

本事業は、他の施策を

市

主たる施策として構成

整

する事

03 01 02 0


